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平成２１年度 第２回 笠間市行政改革推進委員会 会議録 
 

日  時  平成２２年２月１６日（火） 午前１０時から午前１１時５５分 

場  所  笠間市役所 ３階 全員協議会室 

出 席 者 

【出席委員】 

 須藤 勝雄，阿部 聖， 橋本 百合子，大月 けい子，金澤 純一，園部 明徳， 

 福澤 真一，大塚 秀徳，綿引 修，青野 勤 

 

【事務局】 

 笠間市行政改革推進本部構成員 

 中村課長，渡邉課長補佐，石井主査，記録者 

 

付議事案 

【審議事項】 

（１）笠間市行財政改革大綱実施計画【平成２１年度中間実績】について 

 

【報告事項】 

 なし 

 

審議結果 

【審議事項】 

（１）了承 

 

【報告事項】 

 なし 

 

 

 

 会議内容（主な意見） 結果 

○会長あいさつ 

  

会長  委員の皆様方にはご多用の中，行政改革推進委員会にご出席いただきま

してありがとうございます。 

 市長を始め各部の責任者の方々に出席をいただいております。ありがと

うございます。 

 一部芳しくない項目もあるわけでございますが，これについては，あと

１年ちょっとあるわけですが，その間に目的を達成されるよう頑張ってい

ただきたいと考えております。 

 本日は，２１年度の中間実績ということでご審議いただくことになって

おりますので，皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

  

○市長あいさつ 

 
 

市長  本日は，笠間市行政改革推進委員会の会議ということで，各委員の皆様

には大変お忙しい中ご出席をいただきまして，ありがとうございます。ま

た，日ごろ行政運営等につきましても，ご理解ご協力をいただいておりま

すことに，お礼を申し上げる次第でございます。 

 只今，阿部会長からお話がございましたが，今日は２１年度の中間実績

の報告ということで，進行管理についてご意見をいただきたいと，よろし

くお願いを申し上げたいと思います。 

 話がちょっと逸れますが，国では昨年，行革の一つだと思うんですが，

事業仕分けというのがございまして，公開で行ったということで，非常に

大きな話題になったところでございます。 

 市の方でも，今日の資料にも入っておりますけれども，補助金の関係の
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 会議内容（主な意見） 結果 

内部の委員会なんですが，これを昨年公開で行わせていただきました。関

係者といいますか，その対象となった関係団体の方含めて市民の方が大分

傍聴に来ていただきまして，非常に我々行政執行部にとっても良い刺激に

なったというふうに思っております。 

 市のほうとしましては，私の考え方としましては，なんでも公開すれば

いいという問題ではございませんが，今後出来るだけ公開が必要なものに

ついては，積極的に公開の場で議論は進めていきたいと考えているところ

でございます。 

 現在の計画については，２２年度が最終年度ということでございます。

来年度には次の計画に取り掛かっていかなければならないわけでございま

すので，委員の皆さんにはいろいろとご指導，ご意見の程よろしくお願い

を申し上げまして，あいさつに代えさせていただきます。 

 

事務局  本日，根本委員が遅れるということで連絡が入っております。ご報告申

し上げます。 

 本日，行政改革推進委員会からの要請によりまして，市長を始めとする

行政改革推進本部員が出席しております。時間の都合によりまして，紹介

の方は省略させていただきまして，委員の皆様には，本日配布しておりま

す名簿でご確認いただきたいと思います。 

 それでは，委員会に入らせていただきます。 

 委員会の会議につきましては，行革推進委員会設置条例第６条において

「会長が議長となる」とされておりますので，これ以降の議事の進行につ

きましては，阿部会長にお願いいたします。 

 

 

○審議事項 

（１）笠間市行財政改革大綱実施計画【平成２０年度中間実績】について 

 

 

会長  それでは審議に入らせていただきます。次第がお手元にございますが，

行革大綱の平成２１年度の中間実績ということで，これにつきましては，

７つの柱がありますので，１つの柱ごとに審議をお願いするという形にし

たいと思います 

 まず最初に，「１ 事務事業の見直し」について，事務局から説明をお

願いします。 

  

 １ 事務事業事業の見直し 

 （１）事務事業の整理・統合・合理化及び施策の重点化 

 （２）民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む） 

 （３）事務事業評価制度の導入 

  

事務局  説明 

  

会長  ありがとうございました。それでは事務事業の見直し １ページから２

９ページまでにつきまして，ご質問ご意見等がありましたらお願いしたい

と思います。 

  

委員  ２８ページの「⑫放課後児童クラブ運営業務の民間委託」ということで

ご説明いただいたんですが，最後の部分で「今後順次委託の予定」という

説明があったんですが，私も現在笠間小と南小の児童クラブの運営をさせ

ていただいているんですけれども，この中には委託先に関して法人という

ことがあったんですが，例えば委託先を市内に限るであるとか，市内だけ

に限るのであれば受け皿がなかなか増えていかない現状がありますので，

その辺についてご説明いただければと思います。 
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会長  只今の質問について，監督局の方から説明よろしくお願いいたします。 

  

福祉部長  委員さんのほうから話がありましたように，地元での法人の立ち上げ等

については，参加者が少ないといいますか，立ち上げる方が少ないという

ことで，市内の方をお願いしたいところでございますが，少ないという中

では市外の方にも法人等の資格がある方であれば，参画していただきたい

ということで，今年度そのように市外の方にもお願いしているところでご

ざいます。 

  

会長  １ページの「①休日窓口サービスの実施」が説明の中でも毎年増えてい

るということですが，反響といいますか，そこのところはどうですか。 

 もっといろいろな項目をやってくれとか，いろいろな要求がほかには無

いのかどうか。そういうものを執行部では捕らえておりますか。 

  

市民生活部長  窓口の関係ですが，証明関係が中心になっています。証明書の発行です

ね。そういう中で，それ以外の関係をお願いできればという声は，特には

上がってございません。 

 例えば，転入とか転出とかいろいろございますが，そういう部分につき

ましても，異動処理の受付関係をやる場合はどうしても機械の部分で，異

動処理関連の作業が出てきます。そういう中では日曜日ではなかなか難し

いという課題も残されているということではあるんですが。 

 本来は，そういう部分も含めて対応が出来ればもっと住民サービスには

つながっていくのかなという内部での考え方はあるんですが，特に市民の

方からそういう部分までお願いできればという声は，今のところ上がって

いないというのが現実かと思います。 

  

会長  せっかく日曜日やっていますから。特に今税収が上がらない時期だと思

うんですよね。出来れば税なども日曜日納めに来ていただければ，ものす

ごい効果があるんじゃないかと。 

 わざわざ滞納整理するよりも，こういうところで普段納められない人に

もそういう窓口の中でやるような工夫を考えてはどうなのかなと思ってお

ります。 

  

会長  それでは「１ 事務事業の見直し」についてはよろしいですか。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

 ２ 職員の意識改革と資質向上 

 （１）新市的視点（８万人規模）に立った職員の意識改革（住民・行政サービスの向上） 

 （２）人材育成に関する基本方針の策定 

 （３）人事評価制度の確立 

 （４）職員研修制度の充実（職場研修，研修所研修，職員全体の育成計画の立案） 

 （５）専門職の確保及び再任用制度の適正運用 

 （６）職員提案の実施 

  

事務局  説明 

  

委員  前向きに取り組みをしている状況ですので，特にありません。 

  

会長  それでは「２ 職員の意識改革と資質向上」については，よろしいです

か。 

  

  【異議なしの声あり】 【了承】 
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 会議内容（主な意見） 結果 

 

 ３ 組織機構の合理化及び職員の適正配置 

 （１）組織・機構の見直し 

 （２）審議会等附属機関の見直し 

 （３）第三セクターの見直し 

  

事務局  説明 

  

委員  ４２ページの「②消防組織の改編」というのがございまして，これが全

国的な傾向だと思うんですけれども。広域化ですね。知り合いが消防行政

の研究をやっているものですから，私も個人的には関心があるところなん

ですけれども。 

 ４３ページの特記事項のところで，基本的には県の中をいくつかのブロ

ックに分けて広域化していくという動きがあるようなんですけれども，笠

間市にとってどのようなメリット，あるいはデメリットが発生するか市部

局と協議検討というようなことが書いてございますが，まだ流動的な状況

だろうと思うんですけれども，笠間市としてはどのようにお考えておられ

るか，何かありましたらお聞かせ願えればと思います。 

  

消防長  広域化につきましては，国の指導に基づきまして茨城県消防広域化推進

計画というのが示されまして，現在，茨城県では５つのブロックに分ける

ということで。 

 笠間市につきましては，城里，那珂市，東海，ひたちなか，水戸，茨城

町，大洗，小美玉，笠間ということで，人口が約７２万７千人ということ

で，県が示してきたわけでございます。 

 広域化につきましては，大きな災害が発生した時に，それぞれ隣接から

対応できるというメリットがあるということで進めてきたんですが，今回

５つのブロックの中では，水戸市を中心にして，それ以外の市町村はそれ

を取り囲むよう形になってきております。 

 最初，この話が出たときに，笠間市のアンケートの中では，桜川市と

か，石岡市とか，笠間市の隣接になる部分についても補っていただきたい

というようなアンケートを示したんですが，県の方ではこの５つというこ

とで示されてきました。 

 そういった部分では，笠間市については県西地区，あるいは石岡方面の

ほうが広域化では災害対応が弱いのではないかなという感じはしておりま

す。 

 広域化については，それぞれの資産，笠間市においては庁舎も新しいも

のが出来ておりますし，工作車も２台あるということで，そういった資産

的な部分の経費的な調整がどのようにされるかという部分もありますの

で，なかなかこのとおりに行くとは限りません。 

 構成市町村の中でも，ひたちなか市などでは広域化に後ろ向きというよ

うな姿勢もございます。 

 現在のメリット的なものについては，大きな災害に対応が可能であると

いうことでございます。 

  

会長  ４３ページの「③弾力的で活力のある組織運営の推進」ということで

大々的に掲げてあるんですが，内容的に見ますと毎年税務課だけくらいし

か上がっていませんよね。管財課が１回くらい上がっておりますが。その

他の課でこういうふうな組織を運営しなければいけないというような組織

は他には執行部のほうでは考えてございませんか。また，そういう必要は

どうなんでしょうか。 

  

市長公室長  ここで出ていますのは，税務の申告ということで，お客さんを待たせな  
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いというスピード感からお願いしています。 

 それから，その他特にという所は無いんですが，イベントとか。例えば

陶芸の里マラソン大会の時には各課から出たりという形で，全庁的な部分

の中では連携をして進めているというのが現状です 

 

会長  分かりました。 

  

会長  それでは，「３ 組織機構の合理化及び職員の適正配置｣については，

よろしいですか。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

 ４ 定員管理と給与の適正化 

 （１）定員適正化計画の策定 

 （２）定員管理の適正化の推進 

 （３）手当の総点検をはじめとする給与の適正化（給与表の運用，退職手当，特殊勤務手

当等の諸手当の見直し等） 

  

事務局  説明 

  

  －意見なし－ 

  

会長  ございませんか，なければ次の項目でよろしいですか。 

  

会長  それでは，「４ 定員管理と給与の適正化｣については，よろしいです

か。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

５ 自主財源の確保（歳入） 

 （１）市税等の収入の確保 

 （２）各種使用料等の徴収強化 

 （３）各種使用料及び手数料の定期的な見直し 

 （４）市有財産の有効活用 

 （５）広告収入等新たな財源の確保 

  

事務局  説明 

  

委員  ５７ページから５９ページまでなんですが，ここに書かれているのは，

いわゆる市税と，国保税と，介護保険と書いてありまして，徴収率であり

ますが，例えば５７から５８ページにかけての記載を見ますと，年々率が

低下をしているというふうに見れるわけであります。 

 国保税にしても，特に現年度分の徴収率が非常に低くなりつつあると。 

 例えば１７年度が８９.２％あったものが，８７．７，８７.４，８５.

２というように数字的には下がってきているという現状に見受けられま

す。 

 確かにいろいろ原因はあるんだと思いますし，また，市民の皆さんの滞

納されている方，あるいは納められない方は，原因があるだろうと思いま

すが，その原因の追究はどのように分析されておられるか。 

 それから，これから地方における財政というのは非常に大切であります

ので，あるいは公平感ということもありますから，どういう方策を講じて

そういう方々を解消するか，何かそういう施策等やっておられると思いま

すけれども，ございましたらお願いしたいと思います。  
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総務部長  税収の件でございますけれども，確かに今言われたように，年々税収が

落ち込んでいるような状況でございます。これはご存知かと思いますけれ

ども，経済情勢がかなり悪化している中で収入が減になっているというの

が一つの大きな要因になっていると考えているわけでございます。 

 そうは言いましても笠間市にとっては自主財源というのは貴重な財源で

ございますので，これらにつきましては，きちんと徴収しなければならな

いと考えているわけでございます。 

 ９０％以上の方がきちんと納税をされている。残りの１０％の方が滞納

ということでございますので，その辺の対策についていろいろ検討してい

るわけでございますが。 

 滞納している国保税，介護保険，使用料こういったものが，納税者によ

ってそれぞれが滞納している場合もあるわけでございます。 

 現在は，それぞれの課で滞納整理をやっているわけでございますけれど

も，これらを全部集約化しまして，例えばＡという人が，何と，何と，何

が滞納しているか，そういったことをきちんと把握することが大事かなと

考えております。 

 それから滞納している方の担保能力，いわゆる資産が，どのような資産

があるか。こういうような調査も必要になってくというふうに考えている

わけでございます。 

 それから現在，今年度になりまして，出来るだけ資産の調査をしまし

て，差押えを出来る物件については，差押さえをしようということで現在

進めておりまして，１月現在で１４０件程の差し押さえをしているわけで

ござます。 

 差押えをしましても，それを競売にかけるということではございません

で，あくまでも差押さえをすることによりまして，納税者に危機感を感じ

ていただきまして，その中から出来るだけの納税をしていただくと。そう

いった方法をとることが必要かということで，現在進めているわけでござ

います。 

 国保税その他については，担当部長がおりますけれども，全体的に言わ

せていただければ，そういった状況で収納率を上げるということで全庁的

に取り組んでいるところでございます。 

  

委員  ５８ページの２１年度の滞納整理の実施のところで，催告書１，４０３

件，電話催告１３８件という数字がありますが，催告書＋電話催告という

ふうに見るんでしょうか。 

  

総務部長  催告書その他に電話での催告をしているということでございます。 

 現在，夜７時まで窓口延長をやっている時間がございますので，そうい

った時間を利用しまして電話催告は積極的にやっております。 

 やはり皆さん夕方でないと，どうしても電話が繋がらないということが

ございますので，そういった時間を利用しながら電話催告をやっていると

いうような状況でございます。 

  

委員  要望と申しますか，やはり認知をさせる。俺はこれだけ滞納をしている

のか，納めてなかったのかということが，ある面では分からない人もいる

かも知れないんですね。 

 差押さえも大変結構だと思うんですが，ぜひその電話催告で認知をさせ

ること，朝もそうでしょうし夕方もそうでしょうし，ぜひそれは続けてお

願いしたいというふうに，要望になりますけれどもお願いしたいと思いま

す。 

  

総務部長  私のほうでも十分感じておりまして，まず納税者が分からないという場  
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合も，電話するとある場合もあります。 

 ですから，そういったことは，やって行きたいと考えております。 

 

会長  ７４ページの「③企業誘致による税収の確保・雇用の確保」という項目

がございますが，企業誘致を進めているようなんですが，市で誘致促進す

るために，いろいろ優遇措置を検討なさっていましたら紹介していただき

たいんですが。 

  

市長公室長  企業誘致も，こういう経済状況の中で，なかなか思うように進んでいな

いのが実態でございます。 

 そういう中で，他の市町村でもやってますように，５年間の税の優遇を

やりながら，ＰＲをしているところでございます。 

 市独自という中では，土地のリースをやってもいいんじゃないかという

ような動きもございまして，いろんな形の中から企業が入ってきやすい条

件作りをしているところでございます。 

  

会長  他にございませんか。それでは，「５ 自主財源の確保（歳入）｣につ

いては，よろしいですか。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

会長  時間もきりが良いようですから，ここで１０分程休憩したいと思いま

す。（１１時００分） 

  

 （１１時１０分再開） 

  

 ６ 財政運営の健全化（歳出） 

 （１）財政健全化に向けた財政計画の策定 

 （２）施策の見直し及び職員の自助努力による経費削減 

 （３）投資的経費の抑制（公共工事の適正化等） 

 （４）補助金の整理合理化（補助団体の見直し） 

 （５）特別会計財政の健全化 

 （６）公営企業の経営健全化 

 

 

事務局  説明 

 

 

委員  ７８ページ「④国営土地改良事業 霞ヶ浦用水（第二地区)負担金の繰

上償還」ですが，２１年度負担金が１億９００万に対して，約６千万の繰

上償還によって減額措置が取られたということですけれども，６千万とい

うのは１億９００万に対してメリットが大きいと思います。 

 非常に金額が大きいですけれども，これは何年間の償還なのか。単年度

で６千万減額されたのか。それともこれから何年先までの償還をして６千

万を減額されたのかその部分を。 

 

 

事務局  ７８ページの特記事項に書いてありますが，規定償還は年利率５％で１

５年，元利均等払いというのが借り入れのときです。それを繰上償還した

ということです。 

 

 

委員  繰上償還したのを，どのぐらい。例えば何年間，１５年全部を繰り上げ

して金利を払ったのか。 

 

 

事務局  １５年間で払うのを今残っている元金を払います。 

 今後かかる予定であった利子が５千９９２万円あったのを，そこでスト
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ップしたと言うことです。 

 

委員  そうすると，これからこの国営事業の土地改良事業費は払わなくてすん

だと，これで終わりだということですか。 

 

 

部長  これは１億９９１万７千円の元金を償還しまして，ここで元金を返した

ことから当然かかってくる利息を払わなくてすむということです。５千９

９２万円の利息分は払わなくてすむということになります。 

 

 

委員  元金も終わったということですか。元金はまだ残っているんですか。 

 

 

総務部長  全部終わったということです。 

 

 

委員  それなら分かりました。 

 

 

委員  １３５ページの「②農業委員会委員の改選に伴う人件費の削減」は，１

９年度に完了となってますが，人数が４９人が改選後は３６人となってい

ますが，何を基準に人員の選出をしているのかお伺いしたい。 

 友部は現在１０名くらいだと伺っているんですけれども，どのように旧

笠間，岩間，友部で人員の割り振りがなったのかお伺いしたい。 

 

 

教育次長  農業委員会の定数につきましては，現在，選挙によるものが３０名とい

うことで，これは合併の時に決めました。 

 その他の６名については，法的に定められています。例えば土地改良の

代表とか，農業共済の代表とか，議会関係から等，６名が学識経験者とい

うことで定められておりまして，３０名の内訳については，農業委員会の

中で取り決めをしたということで，笠間は１２名，中選挙区を取っている

と考えていただければ。友部が１０名，岩間が８名ということで３０名と

なっております。合計で３６名でございます。 

 

 

委員  分かりました。こういう部分で人員を削減できないのかなと思ったもの

ですから。そういう検討は，今後は無いわけですか。 

 今３０名というのは理解できますが，何を基準に３０名の定数を出して

いるのかなと。例えば農地転用にかかる協議に，農業委員の方が出て協議

をするんでしょうけれども，市会議員の人数から見るとずいぶん多くいら

っしゃるのではないかなと思いますので，こういった削減の検討をしても

よろしいのかなと個人的には思ったものですから。 

 

 

市長  正確な定数の出し方については，ちょっとあれなんですが。一般的に

は，農家戸数とか，農地面積とかそういうことでの人数割りだと思いま

す。 

 笠間市の場合，農業委員会のほうで決めたんですが，いわゆる中選挙区

制をとったんですね。笠間市全体の中で農業委員の定数が何人ということ

ではなくて，さっきありましたように，岩間地区では８人，笠間地区で１

２人，友部地区で１０人。後はいわゆる組織の代表となっているんです

が。 

 それが良いのか悪いのかというと，がらがらポンしてしまったほうが良

いのかということになりますと，なかなか友部地区の方が岩間地区の調査

に行っても分からないだろうとか，岩間地区の人が笠間地区の調査に行っ

ても分からないだろうということで，合併のスタート時点で中選挙区制を

とったというふうに私は聞いています。 

 人数の問題も，笠間と，友部と，岩間で調査のやり方が違ったんです

ね。例えば農転の現地調査では，笠間は２人で行くのが，今は３人で行く
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ようになったんです。というのは２人だと意見が分かれてしまうと，３人

入れば公平な判断が出来るんじゃないかと。ただ，そのことによって，多

くの人数が必要だという逆の部分もありますんで。 

 定数削減については，そういう意見も出てるんですが，今のところ具体

的なテーブルには乗っかっていないというような状況でございます。 

 

委員  はい，分かりました。 

 

 

委員  ７６ページ「①財政計画の策定」で，地方債の残高が，これは微増と言

って良いのか，横ばいと言って良いのか私は分からないんですけれども。

大変な努力をされて，なんとか，ちょっとは増えてはいるとは思うんです

けれども，抑えられているということなんですけれども。 

 合併特例債というのは，笠間市の場合は使われているのか，その事実が

分からないので教えていただければと思います。 

 

 

総務部長  笠間市が合併した時に，合併特例債の限度額は確か３２０億ぐらいだっ

たと思います。笠間市についてはそのうちの１３３億を１０年間で使うと

いうことで現在進めているわけでございます。 

 昨年度までで約５６億くらい使っているような状況でございます。 

 これにつきましては主に３市町を結ぶ幹線道路の整備でございまして，

この他に岩間中学校の改築，友部の中学校の増改築，耐震を含めた改築，

そういったものに使っているような状況でございます。 

 ですから，限度額から比べれば半分以下の額に抑えたということは，笠

間市の将来の財政計画を見据えて，この辺で抑えているような状況でござ

います。 

 

 

委員  どうもありがとうございました。 

 あれは国が交付税で手当てしてくれるということですので，そうする

と，これは地方債とはまた別なんですか。 

 これには含まれない。特例債の残高ですか。まったく返えさなくていい

ということではないでしょうから，その辺はいかがでしょう。 

 

 

総務部長  これと別な合併特例債ということで，５６億使ったということです。 

 そのうちの何割かが交付税で帰ってくるということです。 

 

 

委員  分かりました。 

 

 

市長  今月号の市報に，特例債の使い方についての特集みたいなものを組んで

あるんで，後でご覧いただければと思います。 

 

 

委員  １２５ページの「③前納報奨金交付率等の見直し」ということで，当市

では「今年度は，見直しは行わない。」ということになっていますけれど

も，現在，他の市でどのくらい実行しているところがあるのか，お尋ねし

たいんですが。 

 

 

総務部長  資料が無いものですから，調べて会議中に持ってまいります。 

 

 

市長  市町村の数は分からないですけれども，廃止しているところが多いんで

すよ。最近の傾向としては。 

 

 

会長  ただ，もっと景気が悪くなる前に廃止したところが多いと思います。 

 ですから逆に今やめにくい状況だと，こういうふうに私は思っているん

ですけれども。 
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委員  現在，全納でやっている方がいるのかなと。これを今年度行わないとい

うことですからよろしいですけれども。どういう反響が出るのかなと思っ

て。後ほどで良いです。 

 

 

委員  １２２ページの新規補助金の事業なんですけれども。項目的には２０項

目新しく制定されていますが，これに関しては非常にいいことだと思いま

す。 

 しかしながら，既存のものをスクラップ・アンド・ビルドで見直して行

きませんと，収支がこれだけバランスが悪くなっている中では，先ほど市

長のほうから公開の中で「事業仕分け」ではないですけれども，補助金の

見直しをやられているというお話を聞きましたので。 

 我々がこの百何十項目ありますので，個別に自分がある程度かかわって

いるものは内容が分かるんですけれども，あまり自分がたずさわらないも

のについては，中身が分からないので，そこは行政の方々，専門の方々が

一番良く把握なさっていると思いますので。 

 新規事業を新しく入れていくのは結構なんですけれども，削減・見直し

については，今まで以上に強烈に推し進めていただければなと思います。 

 

 

会長  要望という形でよろしいですか。 

 

 

委員  そうですね。個別の中身まで検証できないものですから。 

 

 

市長  補助金については，合併した時に外部の方を中心に補助金の検討委員会

を作っていただいて，その中で方針を示していただいてそれに沿って，補

助金の削減なり，削減だけでなくて場合によっては増加を行ってきたとこ

ろでございます。 

 考え方としては，各種団体等の補助金が数的には大変多くなっています

ので，１市２町が合併して団体もある程度規模が大きくなっただろうと。 

 いろんな事務の運営費中心の補助から事業費補助に切り替えていこうと

いうことで，大きくなった団体については，いろんな自主事業の展開をし

てくださいと，それについては市のほうも補助金で応援をさせていただき

ますと。運営費についてはあくまでも自前の自分たちの会費なりでやって

いただきたいというのが，考え方でございまして，その考え方に基づいて

基本的には今も進めているところでございます。 

 ですから削減することもありますし，その団体が事業を行うことが公益

性に関係すると，公共のものにつながるというものについては，増額して

いくというような考え方で進めています。 

 

 

委員  １２４ページ「１７ 全国高等学校合気道演武大会補助金」は，毎年計

画されているんですか。去年だけの単年度ですか。 

 

 

教育長  本市としては，４００名の生徒が全国から集まるいい機会であるという

ことで，出来れば継続して実施したいということで考えておりますが，高

校の組織がございまして，来年度は東京都で実施をしたいということで，

来年度は別なところにいくということです。 

 その後については検討していくということで，出来れば教育委員会とし

ては，どういう規模になっていくかわかりませんが，１年置きでもできれ

ば開催していきたいと考えているところでございますが。 

 組織がどんなふうに，全国から集めるに当たっての交通機関であると

か，そういうようなことも配慮するということですので，毎年はなかなか

難しい状況かなというふうに今判断しているところでございます。 
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委員  はい，分かりました。 

 

 

会長  よろしいでしょうか。それでは，「６ 財政運営の健全化（歳出）｣に

ついては，こういう形で。 

 

 

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

 ７ 情報の公開と市民の行政への参画 

 （１）広報公聴の充実（情報公開，地区懇談会，市民提案等） 

 （２）市民参画，コミュニティの活性化 

 （３）市民や民間組織との協働によるまちづくり 

 

 

事務局  先ほどの農業委員会の委員の数の資料が手に入りましたので，ご説明い

たします。 

 農業委員会等に関する法律施行令の中で，その区域内の農地面積によっ

て人数が決まっておりまして，農地面積が１，３００ヘクタール以下のと

ころは２０人。５，０００ヘクタールを越えているところについては４０

人。 

 笠間市の場合はこの間１，３００ヘクタール以上５，０００ヘクタール

以下ということで３０人ということになっております。 

 

 

委員  はい，ありがとうございました。 

 

 

事務局  説明 

 

 

委員  １４５ページ「③住民参加型街区公園管理」ということで，なかなか難

しいんだろうなと。要するに地元の方に公園の管理をある程度委託する話

で，拒否された経緯があるということが記載されているわけなんですが。 

 周辺の自治体，県内でも結構なんですが，こういう形でうまくいってい

る自治体がもしありましたら教えていただけらと思います。 

 なかなか公園の管理，トイレの掃除とか，花壇の整備などについては，

いけそうだということが中間実績に記載されていますけれども，周辺自治

体でこういった事例がありましたらご教示願えればと思います。 

 

 

都市建設部長  今現在公園については，こちらにもございますように市で管理している

のは，笠間が１８，友部が児童公園３公園を市が管理をしております。 

 そういった中で各公園の管理については，現在シルバーに委託しており

まして，それを地元で管理できないかというようなことで，各区長さんの

ほうにお願いしたところなんですが。 

 やはりなかなかお願いしても協力がいただけないというような現状でご

ざいまして。 

 今回，こちらにある鯉淵公園につきましては，３月２０日（土)に開園

式を行政主体ではなくて，地元で実施していただけるというようなこと

で，地元の柿橋区の区長さんが代表で，現在，開園式のほうを地元で実施

するというようなことで進めております。 

 こちらについては，花壇等の整備については地元で実施していただける

ということなんですが，トイレとかそういったものを含めての管理という

ことになるとなかなか難しいというのが現状でございます。 

 周辺の自治体で事例があるかということでございますが，道路の維持管

理については，ボランティア活動ということで，県のほうで里親制度とい

うのをいたしまして，友部地区のほうでは，大洗友部線，石岡城里線，そ

れと宍戸地区のほうで友部インターから宍戸小学校までの区間の花壇と

か，鉢植えを植えまして，ボランティアで地元の方がやっていただいてい
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る例はございます。 

 市といたしましては，各地区の区長さんのほうにはお願いしているんで

すが，なかなかご理解いただけないのが現状でございます。 

 引き続き地元のほうと少しでも公園管理でも何でもいいですから行って

いただけるような，そういった協力体制が出来ないかどうかさらに協議を

進めてまいりたいというふうに思っております。 

 

総務部長  先ほどの「③前納報奨金交付率等の見直し」ですがよろしいですか。 

 遅れてすいません。前納報奨金について資料がきましたので説明したい

と思います。 

 平成２０年度現在で，２５市町村が前納報奨金の支払をしているという

ような状況でございます。４４市町村でございますので，半分くらいの市

町村が支払っているというような状況でございます。 

 笠間市は，大体３千５００万くらいの前納報奨金を支払っているような

状況でございます。 

 ここでは検討ということで書いてありますけれども，この前納報奨金が

なくなった時の納税率といいますか，払っていくのが良いのか検討しなく

てはならないのかなと感じている部分でございます。 

 

 

会長  他に無いでしょうか。それでは，「７ 情報の公開と市民の行政への参

画｣については，よろしいですか。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

 １～７ 全体的な意見・追加項目 

  

会長  これで全部の項目がすんだわけでございますが，全般を通してもう１度

何かありましたらお願いいたします。 

  

委員  １２４ページ「１８ 下水道接続支援事業補助金」というのは，下水道

工事が完全に終わりますよね，個々人が接続するための個々人に対する補

助金なんでしょうか。 

  

上下水道部長  おっしゃりますように下水道を各家庭に繋ぐ時に，県で制定しました森

林湖沼環境税を原資にいたしまして，県が１／２，市が１／２で接続を図

って行こうということで，各個人に交付する補助金でございます。 

  

委員  分かりました。 

  

市長  下水道を整備しても接続しない方が多いということなんです。 

  

委員  そういう話を伺っていましたから，こういうことが出来れば多少なりと

も補助が出れば，じゃあやろうかという家庭が増えてくるのかなと。それ

で湖沼の水質に優しい環境になってくるのかなと思いますので。 

  

市長  ただ，今回は県の森林湖沼環境税といういわゆる特定財源みたいなもの

があって，５年間ですけれども。県は，その使い道としてこういう制度を

作ったんであって，本来私の立場で言わせてもらえば，その地域に下水道

を引けば３年で接続するという約束事があるわけですよね。約束事を守っ

ていない中で税金を投入するというのは，二重の投資のようなものなんで

すよ。考え方では。 

 滞納整理もそうなんです。本来払ってくれれば，市役所が徴収員を用意

して集める必要は無いんですよ。税の二重使いのようなことも言えるんで  
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すよね。 

 そう言ったんでは進まないから，そういう形の支援をしながら少しでも

接続率を向上しましょうという形なんですね。 

 

委員  私たちが支払っている１，０００円ですか森林湖沼税。これが原資とし

て入っているということなんですよね。 

  

市長  そうです。これとかあとは山の間伐とかに使われています。 

  

委員  はい，ありがとうございました。 

  

上下水道部長  補足させていただきます。この補助金は，供用開始になってから３年以

内が対象となります。それ以上になりますと補助金は出ないということで

す。 

  

会長  他にございませんか。よろしいですか。 

 よろしければ，以上で審議事項については終了という形にいたします。 

  

会長  中間実績について，了承でよろしいですか。 

  

  【異議なしの声あり】 

 【了承】 

○その他 

  

会長  あと何かあれば，よろしければ事務局のほうで。 

  

事務局  今後のスケジュールについてお話ししたいと思います。本日，委員の

方々からいただいた意見を整理しまして，実施計画に反映させていきたい

と思います。そして公表をしていきたいと思います。 

 また，次回の委員会ですけれども，２１年度の実績報告ということで７

月頃に次回開催したいと考えております。 

  

会長 ありがとうございました。 

 それでは，以上を持ちまして本日の審議を終了したいと思います。大変

ありがとうございました。 

  

  【閉会】 

 

 


